
         

日
本
国
の
自
衛
隊
と
フ
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ピ
ン
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
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協
力
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滑
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日
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ン
共
和
国
と
の

 

間
の
協
定
の
説
明
書

     

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
　
　
務
　
　
省



 

 

　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
次

 

ペ
ー
ジ 

一
　
概
説

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

 

　
１
　
協
定
の
成
立
経
緯

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

 

　
２ 

 

協
定
締
結
の
意
義

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

 

二
　
協
定
の
内
容

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

三
　
協
定
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　



一

 　　1 

 

一
　
概
説

 
１
　
協
定
の
成
立
経
緯

政
府
は
、
我
が
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
間
の
安
全
保
障
・
防
衛
協
力
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
令
和
四
年
（
二
千
二
十
二
年
）
四
月
の
我
が
国
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
間
の
外
務
・
防
衛
閣
僚
会
合
に
お
い
て
「
閣
僚
は
、
相
互
訪
問
及
び
後
方
支
援
分
野
に
お
け
る
物
品
・
役
務
の
相
互
提
供
を
円
滑

に
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
含
む
、
日
本
国
の
自
衛
隊
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
と
の
間
の
訓
練
等
の
協
力
を
更
に
強
化
し
、
及
び
円
滑
に
す
る
た
め
の
方
途
の
検

討
を
開
始
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
」
と
の
文
言
を
含
む
共
同
声
明
を
発
出
し
、
令
和
五
年
（
二
千
二
十
三
年
）
十
一
月
、
我
が
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

と
の
間
の
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
日
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
部
隊
間
協
力
円
滑
化
協
定
の
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
交
渉
の
結
果
、
協
定
の
内
容

に
つ
い
て
最
終
的
な
合
意
に
至
っ
た
の
で
、
令
和
六
年
（
二
千
二
十
四
年
）
七
月
八
日
に
マ
ニ
ラ
に
お
い
て
、
日
本
側
上
川
外
務
大
臣
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
テ

 

オ
ド
ロ
国
防
大
臣
と
の
間
で
こ
の
協
定
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

 

２
　
協
定
締
結
の
意
義

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
我
が
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
間
の
安
全
保
障
・
防
衛
協
力
が
更
に
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の

 

平
和
及
び
安
定
が
強
固
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

二
　
協
定
の
内
容

こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
二
十
九
箇
条
、
末
文
及
び
附
属
書
か
ら
成
っ
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
協
定
に
関
連
し
、
合
意
さ
れ
た
議
事
録
及
び
討
議
の
記
録
の

 

作
成
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

　
１
　
「
文
民
構
成
員
」
、
「
部
隊
」
、
「
訪
問
部
隊
」
等
の
定
義
を
定
め
る
。
（
第
一
条
）

２
　
こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
間
に
お
け
る
互
恵
的
な
防
衛
協
力
を
実
施
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
設
け
、
並
び
に
訪
問
部
隊
及
び
文
民
構
成
員
の
地
位
を
定
め

 

る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
防
衛
協
力
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
二
条
）

３
　
接
受
国
に
お
い
て
、
接
受
国
の
法
令
を
尊
重
し
、
こ
の
協
定
の
精
神
に
反
す
る
活
動
を
慎
む
こ
と
は
、
訪
問
部
隊
、
そ
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
の
義

 

務
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
は
、
派
遣
国
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
三
条
）

４
　
こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
決
定
し
て
部
隊
が
実
施
す
る
協
力
活
動
（
以
下
「
協
力
活
動
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
接
受
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ



二

 　　2 

 

る
も
の
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
四
条
）

５
　
接
受
国
は
、
派
遣
国
か
ら
の
事
前
の
通
報
に
よ
り
、
適
当
な
場
合
に
は
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
、
派
遣
国
に
対
し
、
訪
問
部
隊
の
船
舶
又
は
航
空
機

 
に
よ
る
接
受
国
の
港
又
は
飛
行
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
許
可
を
迅
速
に
与
え
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
五
条
）

６
　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
は
、
入
国
及
び
出
国
に
関
連
し
て
接
受
国
が
定
め
る
手
続
に
従
う
こ
と
等
を
条
件
と
し
て
、
接
受
国
へ
の
入
国
及

び
接
受
国
か
ら
の
出
国
に
際
し
、
査
証
を
申
請
す
る
要
件
を
免
除
さ
れ
、
ま
た
、
外
国
人
の
登
録
に
関
す
る
接
受
国
の
法
令
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と

 

等
を
定
め
る
。
（
第
六
条
）

７
　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
は
、
こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
接
受
国
の
権
限
の
あ
る
輸
出
入
当
局
が
執
行
す
る
関

係
法
令
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
、
訪
問
部
隊
は
、
接
受
国
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
専
ら
訪
問
部
隊
又
は
文
民
構
成
員
の
公
用
の
た
め
の

 

も
の
で
あ
る
全
て
の
資
材
、
需
品
及
び
備
品
を
税
の
免
除
を
受
け
て
接
受
国
に
輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
七
条
）

８
　
接
受
国
は
、
訪
問
部
隊
及
び
文
民
構
成
員
が
協
力
活
動
の
実
施
の
た
め
に
必
要
と
す
る
施
設
、
区
域
及
び
関
連
す
る
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
並
び
に
こ
れ
ら

の
も
の
の
利
用
に
つ
い
て
の
派
遣
国
の
要
請
に
対
処
す
る
た
め
に
妥
当
な
努
力
を
払
う
こ
と
、
こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
一
方
の
締
約
国
が
他
方
の

 

締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
軍
事
施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
八
条
）

９
　
訪
問
部
隊
及
び
文
民
構
成
員
は
、
接
受
国
の
部
隊
に
適
用
さ
れ
る
条
件
よ
り
も
不
利
で
な
い
条
件
で
、
接
受
国
が
所
有
し
、
管
理
し
、
又
は
規
制
す
る
公

 

益
事
業
及
び
公
共
の
役
務
を
協
力
活
動
の
た
め
に
一
時
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
九
条
）

　
接
受
国
は
、
派
遣
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
に
発
給
し
た
運
転
許
可
証
等
を
公
用
車
両
の
運
転
の
た
め
に
有
効
な

10

 

も
の
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
条
）

　
派
遣
国
が
与
え
る
専
門
的
な
、
技
術
的
な
又
は
職
業
上
の
免
許
、
証
明
書
及
び
資
格
で
あ
っ
て
最
新
の
か
つ
有
効
な
も
の
を
有
す
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員

11
及
び
文
民
構
成
員
は
、
接
受
国
内
で
関
連
す
る
自
己
の
公
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
で
あ
る
医
療 

専
門
家
は
、
接
受
国
の
事
前
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
接
受
国
に
お
い
て
公
衆
の
た
め
の
治
療
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
一
条
）

　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
は
、
派
遣
国
が
発
す
る
命
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
接
受
国
が
承
認
す
る
場
合
に
は
、
協
力
活
動
の
実
施
の
た
め
に
武
器
及

12

 

び
弾
薬
を
所
持
し
、
及
び
携
帯
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
十
二
条
）



三

 　　2 

 

る
も
の
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
四
条
）

５
　
接
受
国
は
、
派
遣
国
か
ら
の
事
前
の
通
報
に
よ
り
、
適
当
な
場
合
に
は
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
、
派
遣
国
に
対
し
、
訪
問
部
隊
の
船
舶
又
は
航
空
機

 

に
よ
る
接
受
国
の
港
又
は
飛
行
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
許
可
を
迅
速
に
与
え
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
五
条
）

６
　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
は
、
入
国
及
び
出
国
に
関
連
し
て
接
受
国
が
定
め
る
手
続
に
従
う
こ
と
等
を
条
件
と
し
て
、
接
受
国
へ
の
入
国
及

び
接
受
国
か
ら
の
出
国
に
際
し
、
査
証
を
申
請
す
る
要
件
を
免
除
さ
れ
、
ま
た
、
外
国
人
の
登
録
に
関
す
る
接
受
国
の
法
令
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と

 

等
を
定
め
る
。
（
第
六
条
）

７
　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
は
、
こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
接
受
国
の
権
限
の
あ
る
輸
出
入
当
局
が
執
行
す
る
関

係
法
令
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
、
訪
問
部
隊
は
、
接
受
国
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
専
ら
訪
問
部
隊
又
は
文
民
構
成
員
の
公
用
の
た
め
の

 

も
の
で
あ
る
全
て
の
資
材
、
需
品
及
び
備
品
を
税
の
免
除
を
受
け
て
接
受
国
に
輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
七
条
）

８
　
接
受
国
は
、
訪
問
部
隊
及
び
文
民
構
成
員
が
協
力
活
動
の
実
施
の
た
め
に
必
要
と
す
る
施
設
、
区
域
及
び
関
連
す
る
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
並
び
に
こ
れ
ら

の
も
の
の
利
用
に
つ
い
て
の
派
遣
国
の
要
請
に
対
処
す
る
た
め
に
妥
当
な
努
力
を
払
う
こ
と
、
こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
一
方
の
締
約
国
が
他
方
の

 

締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
軍
事
施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
八
条
）

９
　
訪
問
部
隊
及
び
文
民
構
成
員
は
、
接
受
国
の
部
隊
に
適
用
さ
れ
る
条
件
よ
り
も
不
利
で
な
い
条
件
で
、
接
受
国
が
所
有
し
、
管
理
し
、
又
は
規
制
す
る
公

 

益
事
業
及
び
公
共
の
役
務
を
協
力
活
動
の
た
め
に
一
時
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
九
条
）

　
接
受
国
は
、
派
遣
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
に
発
給
し
た
運
転
許
可
証
等
を
公
用
車
両
の
運
転
の
た
め
に
有
効
な

10

 

も
の
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
条
）

　
派
遣
国
が
与
え
る
専
門
的
な
、
技
術
的
な
又
は
職
業
上
の
免
許
、
証
明
書
及
び
資
格
で
あ
っ
て
最
新
の
か
つ
有
効
な
も
の
を
有
す
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員

11
及
び
文
民
構
成
員
は
、
接
受
国
内
で
関
連
す
る
自
己
の
公
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
で
あ
る
医
療 

専
門
家
は
、
接
受
国
の
事
前
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
接
受
国
に
お
い
て
公
衆
の
た
め
の
治
療
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
一
条
）

　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
は
、
派
遣
国
が
発
す
る
命
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
接
受
国
が
承
認
す
る
場
合
に
は
、
協
力
活
動
の
実
施
の
た
め
に
武
器
及

12

 

び
弾
薬
を
所
持
し
、
及
び
携
帯
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
十
二
条
）

 　　3 

　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
は
、
自
己
の
公
務
を
執
行
す
る
間
、
自
己
の
制
服
及
び
防
衛
隊
の
記
章
を
着
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
十
三

13
 

条
）

　
訪
問
部
隊
は
、
接
受
国
に
お
い
て
協
力
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
接
受
国
が
決
定
す
る
手
続
及
び
要
件
に
従
い
、
派
遣
国
の
責
任
に
お
い
て
武
器
、
弾

14

 

薬
、
爆
発
物
及
び
危
険
物
を
輸
送
し
、
保
管
し
、
及
び
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
四
条
）

　
接
受
国
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
、
ま
た
、
各
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令

15
等
に
従
い
、
こ
の
協
定
に
従
っ
て
他
方
の
締
約
国
が
伝
達
す
る
全
て
の
秘
密
情
報
を
保
護
す
る
た
め
等
の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
十
五

 

条
）

　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
た
め
に
接
受
国
が
提
供
し
、
又
は
行
う
治
療
又
は
医
療
搬
送
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場

16

 

合
を
除
く
ほ
か
、
全
費
用
回
収
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
六
条
）

 
 

訪
問
部
隊
及
び
文
民
構
成
員
は
、
接
受
国
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
自
己
の
消
費
又
は
専
ら
訪
問
部
隊
若
し
く
は
文
民
構
成
員
の
公
用

17
の
た
め
、
接
受
国
に
お
い
て
、
資
材
、
需
品
、
備
品
及
び
役
務
の
取
得
又
は
利
用
に
対
す
る
租
税
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
公
課
に
つ
い
て
接
受
国
の
部
隊
に 

適
用
さ
れ
る
条
件
と
同
等
の
条
件
で
当
該
資
材
、
需
品
、
備
品
及
び
役
務
を
取
得
し
、
又
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
七
条
）

　
各
締
約
国
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
の
利
用
可
能
な
資
源
の
範
囲
内
で
、
協
力
活
動
へ
の
参
加
の
た
め
の

18

 

自
国
の
費
用
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
十
八
条
）

　
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
は
、
接
受
国
及
び
適
用
可
能
な
場
合
に
は
派
遣
国
の
外
国
為
替
に
関
す
る
法
令
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
等
を
定
め

19

 

る
。
（
第
十
九
条
）

　
両
締
約
国
は
、
環
境
、
文
化
遺
産
及
び
先
住
民
の
遺
産
並
び
に
人
の
健
康
及
び
安
全
の
保
護
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
こ
の
協
定
を
実
施
す
る
こ
と
等
を

20

 

定
め
る
。
（
第
二
十
条
）

　
派
遣
国
の
当
局
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
に
対
し
、
派
遣
国
の
法
令
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
全
て
の
刑
事
及
び
懲
戒
の
裁
判
権
を
行
使

21
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
利
が
競
合
す
る
場
合
に
は
、
派
遣
国
の
当
局
は
専
ら
派
遣
国
の
財
産
若
し
く
は
安
全
の
み
に
対
す
る
罪

等
又
は
公
務
執
行
中
の
作
為
若
し
く
は
不
作
為
か
ら
生
ず
る
罪
に
つ
い
て
、
接
受
国
の
当
局
は
そ
の
他
の
罪
に
つ
い
て
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構



四

 　　4 

成
員
に
対
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
、
両
締
約
国
の
当
局
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ

か
、
接
受
国
に
お
け
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
逮
捕
及
び
裁
判
権
を
行
使
す
べ
き
当
局
へ
の
こ
れ
ら
の
者
の
引
渡
し
に
つ
い
て
相
互
に
援

 
助
す
る
こ
と
（
第
二
十
一
条
５

）
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
一
条
）

(a)

　
派
遣
国
の
警
務
隊
は
、
必
ず
接
受
国
の
当
局
と
の
取
決
め
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
か
つ
、
接
受
国
の
当
局
と
連
絡
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
、

22
そ
の
使
用
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
の
間
及
び
派
遣
国
の
法
令
に
よ
っ
て
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
文
民
構
成
員
の
間
の
規
律
及
び
秩
序
の
維
持

 

に
必
要
な
範
囲
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
二
条
）

　
一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
が
所
有
し
、
か
つ
、
自
国
の
部
隊
又
は
文
民
要
員
が
使
用
す
る
財
産
に
対
す
る
損
害
及
び
自
国
の
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
要

23
員
が
公
務
の
執
行
に
従
事
し
て
い
る
間
に
被
っ
た
負
傷
又
は
死
亡
に
つ
い
て
、
当
該
損
害
又
は
当
該
負
傷
若
し
く
は
死
亡
が
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
活
動

に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
す
る
全
て
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
こ
と
、
公
務
執
行
中
の
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
作

為
又
は
不
作
為
等
で
あ
っ
て
、
接
受
国
に
お
い
て
第
三
者
の
財
産
に
損
害
を
与
え
、
又
は
第
三
者
を
負
傷
さ
せ
、
若
し
く
は
死
亡
さ
せ
た
も
の
か
ら
生
ず
る

 

請
求
権
は
、
接
受
国
が
処
理
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
三
条
）

　
両
締
約
国
は
、
公
用
車
両
又
は
派
遣
国
が
所
有
す
る
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
等
が
関
係
す
る
接
受
国
に
お
け
る
事
故
又
は
事
件
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

24

 

内
的
な
要
件
に
従
い
、
相
互
に
協
力
し
て
必
要
な
行
政
上
の
調
査
を
行
う
た
め
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
四
条
）

　
各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
接
受
国
に
お
け
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
死
亡
を
遅
滞
な
く
通
報
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。

25

 

（
第
二
十
五
条
）

 
 

両
締
約
国
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
に
与
え
ら
れ
る
特
権
の
濫
用
等
を
防
止
し
、
並
び
に
こ
の
協
定
に
よ
り
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び

26

 

文
民
構
成
員
に
課
さ
れ
る
義
務
の
適
切
な
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
二
十
六
条
）

　
こ
の
協
定
の
実
施
に
関
し
て
相
互
間
の
協
議
を
必
要
と
す
る
全
て
の
事
項
に
関
す
る
両
締
約
国
間
の
協
議
機
関
と
し
て
、
合
同
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

27
と
、
両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
、
合
同
委
員
会
を
通
じ
た
両
締
約
国
間
に
お
け
る
協
議
の
後
、
取
決
め
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を

 

定
め
る
。
（
第
二
十
七
条
）

　
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
実
施
に
関
す
る
紛
争
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、
両
締
約
国
間
の
協
議
及
び
交
渉
に
よ
っ

28
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 　　4 

成
員
に
対
し
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
、
両
締
約
国
の
当
局
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ

か
、
接
受
国
に
お
け
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
逮
捕
及
び
裁
判
権
を
行
使
す
べ
き
当
局
へ
の
こ
れ
ら
の
者
の
引
渡
し
に
つ
い
て
相
互
に
援

 

助
す
る
こ
と
（
第
二
十
一
条
５

）
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
一
条
）

(a)

　
派
遣
国
の
警
務
隊
は
、
必
ず
接
受
国
の
当
局
と
の
取
決
め
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
か
つ
、
接
受
国
の
当
局
と
連
絡
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
、

22
そ
の
使
用
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
の
間
及
び
派
遣
国
の
法
令
に
よ
っ
て
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
文
民
構
成
員
の
間
の
規
律
及
び
秩
序
の
維
持

 

に
必
要
な
範
囲
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
二
条
）

　
一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
が
所
有
し
、
か
つ
、
自
国
の
部
隊
又
は
文
民
要
員
が
使
用
す
る
財
産
に
対
す
る
損
害
及
び
自
国
の
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
要

23
員
が
公
務
の
執
行
に
従
事
し
て
い
る
間
に
被
っ
た
負
傷
又
は
死
亡
に
つ
い
て
、
当
該
損
害
又
は
当
該
負
傷
若
し
く
は
死
亡
が
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
活
動

に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
す
る
全
て
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
こ
と
、
公
務
執
行
中
の
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
作

為
又
は
不
作
為
等
で
あ
っ
て
、
接
受
国
に
お
い
て
第
三
者
の
財
産
に
損
害
を
与
え
、
又
は
第
三
者
を
負
傷
さ
せ
、
若
し
く
は
死
亡
さ
せ
た
も
の
か
ら
生
ず
る

 

請
求
権
は
、
接
受
国
が
処
理
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
三
条
）

　
両
締
約
国
は
、
公
用
車
両
又
は
派
遣
国
が
所
有
す
る
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
等
が
関
係
す
る
接
受
国
に
お
け
る
事
故
又
は
事
件
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

24

 

内
的
な
要
件
に
従
い
、
相
互
に
協
力
し
て
必
要
な
行
政
上
の
調
査
を
行
う
た
め
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
四
条
）

　
各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
接
受
国
に
お
け
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
死
亡
を
遅
滞
な
く
通
報
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
。

25

 

（
第
二
十
五
条
）

 
 

両
締
約
国
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び
文
民
構
成
員
に
与
え
ら
れ
る
特
権
の
濫
用
等
を
防
止
し
、
並
び
に
こ
の
協
定
に
よ
り
訪
問
部
隊
の
構
成
員
及
び

26

 

文
民
構
成
員
に
課
さ
れ
る
義
務
の
適
切
な
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
二
十
六
条
）

　
こ
の
協
定
の
実
施
に
関
し
て
相
互
間
の
協
議
を
必
要
と
す
る
全
て
の
事
項
に
関
す
る
両
締
約
国
間
の
協
議
機
関
と
し
て
、
合
同
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

27
と
、
両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
、
合
同
委
員
会
を
通
じ
た
両
締
約
国
間
に
お
け
る
協
議
の
後
、
取
決
め
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を

 

定
め
る
。
（
第
二
十
七
条
）

　
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
実
施
に
関
す
る
紛
争
は
、
両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、
両
締
約
国
間
の
協
議
及
び
交
渉
に
よ
っ

28

 　　5 

 

て
の
み
解
決
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
（
第
二
十
八
条
）

　
こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
相
互
に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を
交
換
し
た

29
 
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
こ
と
等
を
定
め
る
。
（
第
二
十
九
条
）

　
派
遣
国
は
、
第
二
十
一
条
５

等
の
規
定
の
実
施
に
当
た
り
、
こ
の
協
定
に
従
い
、
接
受
国
の
領
域
的
管
轄
権
の
合
法
的
な
行
使
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な

30

(a)

い
こ
と
、
両
締
約
国
は
、
同
条
５

の
規
定
に
関
し
、
同
条
５

に
規
定
す
る
援
助
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
時
に
有
効
な
適
用
可
能
な
国
際
協
定
に
基

(a)

(a)

づ
く
自
国
の
義
務
に
反
す
る
と
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
認
め
る
場
合
に
は
当
該
締
約
国
の
当
局
は
当
該
援
助
を
提
供
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
を
相
互
に

 

決
定
す
る
こ
と
（
附
属
書
の
２
）
等
を
定
め
る
。
（
附
属
書
）

　
関
連
の
合
意
さ
れ
た
議
事
録
で
は
、
両
締
約
国
が
「
公
務
」
の
意
味
を
別
途
確
認
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
第
五
条
（
船
舶
・
航
空
機
等
の
移

31
動
等
）
及
び
第
十
条
（
運
転
免
許
等
）
、
第
十
七
条
４
（
現
地
の
労
働
者
）
並
び
に
第
二
十
一
条
５

（
逮
捕
の
通
報
）
の
規
定
に
つ
い
て
の
両
国
の
了
解

(c)

 

事
項
を
確
認
し
て
い
る
。

　
関
連
の
討
議
の
記
録
で
は
、
附
属
書
の
２
の
規
定
に
関
し
、
両
締
約
国
は
、
逮
捕
及
び
引
渡
し
に
関
す
る
援
助
を
提
供
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
場
合
（
こ

32
の
協
定
の
効
力
発
生
の
時
に
有
効
な
適
用
可
能
な
国
際
協
定
に
基
づ
く
自
国
の
義
務
に
反
す
る
と
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
認
め
る
場
合
）
に
関
す
る
規
定

は
、
当
該
援
助
の
結
果
と
し
て
死
刑
が
科
さ
れ
得
る
十
分
な
可
能
性
が
あ
る
と
認
め
る
状
況
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等

（
第
二
十
一
条
の
討
議
の
記
録
）
並
び
に
こ
の
協
定
の
適
用
上
、
「
公
務
」
と
は
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
の
作
為
又
は
不
作
為
に
つ
い

て
、
法
令
、
規
則
、
上
官
の
命
令
又
は
防
衛
隊
の
慣
習
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
、
又
は
権
限
付
け
ら
れ
る
全
て
の
任
務
又
は
役
務
を
い
う
こ
と
（
「
公
務
」
に

 

関
す
る
討
議
の
記
録
）
を
確
認
し
て
い
る
。

　
両
締
約
国
は
、
第
二
十
七
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
合
同
委
員
会
を
通
じ
た
協
議
の
後
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
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等
の
規
定
に
関
連
す
る
取
決
め
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

三
　
協
定
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

１
　
こ
の
協
定
の
実
施
の
た
め
、
「
日
本
国
の
自
衛
隊
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る

 

日
本
国
と
我
が
国
以
外
の
締
約
国
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
案
」
（
仮
称
）
が
今
次
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。



六

 　　6 

２
　
こ
の
協
定
の
実
施
の
た
め
に
は
、
新
た
な
予
算
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。


